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今年度の性教育について 

小学校の 6年間は、心身の発育・発達の変化の著しい時期です。また、二次性徴の現れや思春期への移行など、

心身の成長は、子どもによって個人差がみられます。さらに、現代は性の多様性の尊重や、自分の心身は自分で

守ることが必要とされる時代でもあります。そのため、夏の校内研修では、下記の 3つの領域は変えず指導内容

を見直しました。引き続き、学年や一人一人の発育・発達段階を考慮しながら、3 つの領域について学び、心身

の健全な成長をめざして性教育を行っていきます。 

➀生命尊重 ➁人間関係の育成 ➂家庭や社会の一員としての在り方 

１年生  からだは自分の大切なもの 

２年生  男女の体の違いや、「命のつながり」 

３年生  針であけた穴ほど小さい一つの卵子と 3億分の 1の精子が出会う「命のはじまり」 

４年生  思春期にあらわれる大人への体の変化、個人差 

５年生  心の発達及び不安や悩みへの対処、男らしさ女らしさ 

６年生  個性ある人間として互いに尊重し、自分らしく生きることの大切さ、ネット被害 

また、5・6年生については、2月に、＜児童と乳幼児のふれあい交流事業＞として助産師さんのお話を聞き、

体験学習（妊婦体験・産道体験・赤ちゃん抱っこ体験）や乳幼児親子とふれあう機会をもつ予定です。 

 

～ 感想より ～（一部抜粋） 

〇自分の体は自分のものなので、大切にしていきたいと思いました。 

〇自分の体は、お母さんのおへそを通じて大きくなっていることがわかって不思議な気分になりました。 

〇ネット犯罪について学んで、自画像の被害にあっているなかで多いのは、中学生だということがわかりま

した。自分が巻き込まれるかもしれないという可能性をもって、もし何かがあったら NO と言うことが大

切だということがわかりました。 

〇ネット上に自分の写真を送ってしまうと、一生消えないので簡単な気持ちで送ったらいけないと思いまし

た。                                             

（性教育部）                                      
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 〈発行〉西脇市立芳田小学校 

兵庫県西脇市落方町 236-3 

ＴＥＬ ２７－００１４ 角尾山 

３日（火）児童会選挙 

 ４日（水）漢字検定 

５日（木）芳田の達人（午後） 

     1～3年 下校 

     4～6年 下校 

６日（金）西脇工業高校生による出前授業 

 ７日（土）参観日 （10:45～11:30） 

一斉下校  

９日（月）振替休業日  

１０日（火）スクールカウンセラー来校日 

      （13:00～17：00） 

学年費振替日 

１１日（水）建国記念の日 

１２日（木）トヨタ未来スクール（4～6年） 

１３日（金）入学説明会 15:15～16:00 

１６日（月）南中体験授業（6年） 

新地区委員・役員合同会議（19：00～） 

１９日（木）新入生体験入学 

２０日（金）居住地交流（1年）2校時 

２３日（月）天皇誕生日 

２４日（火）乳幼児ふれあい体験（9：35～11：30） 

（5・6年） 

２５日（水）給食費振替日 

２６日（木）ありがとう集会 

https://www.city.nishiwaki.lg.jp/houtaelementaryschool/tayori/index.html 

 

２月の行事予定 ＊予定は 1月 16日現在のものです。変更の可能性があります。 



【３年生学級紹介】 

学級目標「やさしくスマイル」 
 

今年の 3年生 11名のテーマは「考えること」と「自分たちでやること」。この二つをいつも心におきながら、

1 年間の学習や学校生活に取り組んできました。3 年生になってからの成長ぶりは、まるで毎日レベルアップし

続ける冒険者のようです。 

国語では、物語や説明文の大切なところを自分の力で読み取り、登場人物の気持ちや筆者の伝えたいことをじ

っくり考える姿が見られるようになりました。算数では、図や表を使って「はかせのように」考える瞬間が増え、

友だち同士で意見を出し合いながら答えを導いていく力も大きく伸びています。社会では教科書の事実から気づ

いたことをていねいにまとめています。また、理科では実験結果をもとに理由や仕組みを考察するなど、“自分

で考える学び”が確実に身についてきました。 

もちろん、毎日完璧にスイッチが入るわけではありませんが、どんなときでも学級目標の「やさしくスマイル」

を忘れずにがんばってきたのが 3年生らしいところです。行事では自然と互いを励まし合い、教室には温かい雰

囲気が広がっています。一方で、給食だけはどうしても時間がかかりがち…というのが課題です。しかし「よく

食べ、よく遊び、よく学ぶ子」を目指して取り組んでいます。 

1 月を迎え、これまでの努力の成果がじわじわと実になりつつあります。4 年生に向けて、まだまだ成長の伸

びしろはたっぷりあります。次はどんな姿を見せてくれるのか、とても楽しみな 3年生です。 

 

 

★★★  防災集会・防災学習を終えて ★★★ 

１月 16日（金）、地震を想定した避難訓練を行いました。今回は、児童が教室や廊下、運動場など、それぞれ

の場所で過ごしている「休み時間」に実施しました。突然鳴り響いた警報音に驚きながらも、児童は「今、どの

ように行動すれば安全か」を自ら考え、落ち着いて行動することができました。訓練後の防災集会では、当時の

写真を見て震災の状況を振り返りました。次に犠牲になられた方々へ黙とうを捧げた後、復興への願いを込めて

「しあわせ運べるように」を全員で歌いました。他にも、各学年の発達段階に応じて、防災に関する学習を行っ

ています。阪神・淡路大震災から今年で 31 年が経ちました。災害はいつ、どこで起こるか分かりません。この

機会に、ご家庭でも避難場所や連絡方法などについて、ぜひ話し合ってみてください。 

≪児童の感想より≫ 

・自分のいのちは自分で守ることが大切だということがわかりました。地震が起きたら誰かと一緒に行動し、な

るべくものから離れて頭を守って避難したいと思いました。 

・自分でどうしたらいいのかを考えたいと思いました。地震が起きたらどこに避難したらいいのかなと家族に聞

きたいと思いました。 

・今日僕は、外でサッカーをしているときに地震（訓練）が発生して、その時に 6年生と声掛けをして、1年生

～4年生を引っ張って、よい行動ができたと思います。先生の話を聞いて、地震が本当に起こったら、電気や

水道が使えないとわかりました。だから、南海トラフに備えておきたいです。                

・防災学習では、ガスや電気が止まることで、何が使えないかということ、伝言で何を残すかについて勉強しま

した。ガスや電気が止まるとトイレも電話もできないし、水が出ないからとても不便だということを学びまし

た。 

・防災学習では、いろいろな物が使えなくなった時や家族に何を伝えたらいいかを知ることができました。今日

学んだことから、今生きられていることに感謝をして、亡くなった方の分も生きていきたいと思いました。 

 

 

 【リサイクルの御礼】 

1 月 11 日（日）のＰＴＡリサイクル活動では、地域のみなさまやＰＴＡ会員のみなさまのご協力により、た

くさんのリサイクル資源を回収することができました。寒い中、本当にありがとうございました。 

 


